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鈴鹿医療科学大学 講義 2019.6.13

化学者が眺めた

植物と薬

梶本興亜

１．薬用植物園

京都大学薬学部薬用植物園

武田薬品工業京都薬用植物園

神戸薬科大学薬用植物園

近畿大学薬用植物園

岐阜薬科大学付属薬草園

鈴鹿医療科学大学薬草園

武庫川女子大学薬用植物園

鈴鹿医療科学大学薬草園
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武庫川女子大学薬用植物園

武庫川女子大学薬学部ホームページよりより引用

三大民間薬

ドクダミ センブリ ゲンノショウコ

毒溜め 十薬

乾燥した葉・茎を煎じて飲
む－利尿・便通・高血圧

ドクダミ

湯で千度振り出してもまだ苦い

乾燥した葉・茎を煎じて
飲む－胃弱・下痢・腹痛

センブリ

現の証拠

乾燥した葉・茎を煎じて
飲む－下痢止め

ゲンノショウコ
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２．なぜ、植物は薬になるのか

a．植物の一次代謝
植物自身の生存に必要な物質を作る

エネルギー源、葉・茎・花・実など

糖質・脂質・アミノ酸・核酸・タンパク質

糖質
脂質
核酸
アミノ酸
タンパク質

解糖系
ﾍﾟﾝﾄｰｽ
ﾘﾝ酸系

クエン酸
回路

光合成
光呼吸

CO2
光

ｱﾐﾉ酸 ｼｷﾐ酸 ｱｾﾁﾙ-CoAｲｿﾍﾟﾝﾃﾆﾙ
ﾆﾘﾝ酸

「植物はなぜ薬を作るのか」(文春新書斉藤和季)より引用

b．植物の二次代謝
植物自身の生存に必要な物質を作る

ｱﾐﾉ酸 ｼｷﾐ酸 ｱｾﾁﾙ-CoAｲｿﾍﾟﾝﾃﾆﾙ
ﾆﾘﾝ酸

COOH
NH2H

R

例えば

動けない雑草の自己防衛戦術

いやな臭い・味

いやなトゲやかぶれ

二度と食べたくない

最後は殺す
「植物はなぜ薬を作るのか」(文春新書斉藤和季)より引用
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アミノ酸経路 (アルカロイド、Nを含みｱﾙｶﾘ性)

ｱﾘｲﾝ (刺激臭・催涙・含硫黄)

ﾀﾏﾈｷﾞ・ﾆﾝﾆｸ
ｹｼ

ﾓﾙﾋﾈ (鎮痛・鎮静・幻覚) ﾍﾞﾙﾍﾞﾘﾝ (止瀉剤・抗炎)

ﾆｺﾁﾝ (抗不安・依存性)

ﾀﾊﾞｺ

ｱﾄﾛﾋﾟﾝ
(抗ｺﾘﾝ・副交感神経抑制)

ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ・ﾍﾞﾗﾄﾞﾝﾅ・ﾋﾖｽ･ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ

ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ

ﾋﾖｽ

ｷﾊﾀﾞ・ｵｳﾚﾝ

ｵﾙﾆﾁﾝ

ﾁﾛｼﾝ

ケシ

ﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ

ﾘｼﾞﾝ

ﾏﾄﾘﾝ (抗がん作用)

ｸﾗﾗ

ｸﾗﾗ

苦参ｸｼﾞﾝ

生薬

苦味健胃薬

ｶﾀﾞﾍﾞﾘﾝ
(ｱﾙｶﾛｲﾄﾞ前駆体)

テンナンショウ (ｻﾄｲﾓ科の多年草)

北海道から沖縄まで全国的に分布し、30 
種以上 。ﾕｷﾓﾁｿｳなどは綺麗ので観賞用。
サトイモ科の特徴である肉穂花序と 仏炎
苞 を持った「花」をつける。

・毒成分はシュウ酸カルシウム で、わずかな
量を摂取しただけでも、口と喉にひどい灼熱感を
持って腫れ、窒息をもたらす。量が多い場合は深
刻な消化器障害と呼吸困難を引き起こし、量に
よっては、昏睡や死亡に至る。不可逆的な肝臓と
腎臓の障害が残る場合がある。

蓚酸ｶﾙｼｳﾑ

・若い果実をﾄｳﾓﾛｺｼと間違って中毒を起こす
例が多い。また、子供などは赤い実を口に
する例がある。観葉植物のﾃﾞｨﾌｪﾝﾊﾞｷｱの葉
は更に強烈である。

ﾃﾝﾅﾝｼｮｳ(ﾕｷﾓﾁｿｳ)

熟した果実 若い果実

いやな臭い・味
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イラクサ(ｲﾗｸｻ科の多年草)

ｾｲﾖｳｲﾗｸｻの棘

ｾｲﾖｳｲﾗｸｻ

温帯地方の都市部に繁殖。

毒の性質は、まだよく分かっていない。多くの種
のとげにはギ酸、ヒスタミンが含まれているが、
イラクサの近年の研究では、シュウ酸や酒石酸
を多く含んでいると言われる。
過剰に分泌されると、ヒスタミン1型受容体と結
合して、アレルギー疾患の原因となる。

ﾋｽﾀﾐﾝ

腐敗菌により食品中にﾋｽﾀﾐﾝが蓄積した物を摂
食すると、1時間程度でじんま疹、嘔吐、下痢、
腹痛、舌や顔面の腫れ、頭痛、発熱等のアレル
ギー様反応を示す。

ニュージーランドの固有種Urtica feroxは、
馬、犬、人を殺す。

いやなトゲやかぶれ

ヒガンバナ (ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ科の多年草)

・塊根に含まれるﾘｺﾘﾝは有毒
致死量(成人) 10g
催吐作用が強く、大量に摂取
すると中枢神経麻痺で死亡

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅﾉの葉とﾆﾗの葉を間違う。ﾆﾗの葉は細
く薄い。また、ﾆﾗ特有の臭いがある。ﾋｶﾞﾝﾊﾞ
ﾅﾉの球根と小型ﾀﾏﾈｷﾞとを見間違う。有毒のﾘ
ｺﾘﾝは水溶性なので、水で晒して非常食とし
て食べた時代があった。

ﾘｺﾘﾝ

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅ

ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅの葉

球根

ｶﾞﾗﾝﾀﾐﾝ

ｱｾﾁﾙｺﾘﾝｴｽﾃﾗｰｾﾞ阻
害剤。アルツハイ
マー治療に使用。

二度と食べたくない
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ハシリドコロ (ﾅｽ科の多年草)

本州・四国・九州の林床や沢沿いに生える。

・全木に含まれるﾋﾖｽﾁｱﾐﾝ、ｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ、
ｱﾄﾛﾋﾟﾝなどのｱﾙｶﾛｲﾄﾞは有毒
抗コリン作用により副交感神経系を抑制し、
瞳孔散大、眼圧上昇、心拍数の上昇、運
動の抑制などを引き起こす。記憶障害を起こ

すことも知られている

嘔吐・痙攣・昏睡などを起こす。

・ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛの芽吹きの頃、ﾌｷの花の
芽と似る。根茎をロートコン（莨菪
根） と呼び、漢方で鎮痛剤に用いる。

ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ

ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ ﾌｷ

間違え
やすい
若い芽
生え

ｱﾄﾛﾋﾟﾝ ｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ ﾋﾖｽﾁｱﾐﾝ

最後は殺す

３．植物から得られた薬

a．アトロピン（Atropine）
眼の検査の際に瞳孔を開くのに用いる。

アトロピン
(ヒヨスチアミンのラセミ体)

ベラドンナ
(Atropa Bella-donna)
頑固な 美しい女性

・ﾍﾞﾗﾄﾞﾝﾅは中世の魔女が用いた薬草と言われる。

・ﾙﾈｻﾝｽ期のｲﾀﾘｱでは、女性が瞳を大きく見せる
のに使われた。(散瞳効果)
・1831年、ﾄﾞｲﾂの薬学者Heinrich F.G.Meinが
ﾍﾞﾗﾄﾞﾝﾅの根からｱﾄﾛﾋﾟﾝの純結晶を得た。
・1901年には、ﾄﾞｲﾂの化学者Richard Willstätter
が合成に成功した。

・アトロピンを含む植物は、ベラドンナの他、

ハシリドコロ、ヒヨスなどに含まれる。

アトロピンと同様の効果を持つ化合物として、

ヒヨスチアミン、スコポラミンなどがある。

これらの物質は副交感神経を過剰刺激して、

嘔吐・散瞳・異常興奮により死に至らしめる。
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ﾊｼﾘﾄﾞｺﾛ ﾋﾖｽ

ｱﾄﾛﾋﾟﾝ ｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ ﾋﾖｽﾁｱﾐﾝ

ｷﾀﾞﾁﾁｮｳｾﾝｱｻｶﾞｵ

アトロピンは自律神経系に作用する－抗コリン作用

自律神経系

高津整体院のホームページより引用
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神経伝達の仕組み－その解明

神経伝達物質－アセチルコリン
ｵｯﾄ－･ﾚｰｳﾞｨ－
(独 1873-1961)
1936ﾉｰﾍﾞﾙ賞

・ﾚ-ｳﾞｨｰは1921年に2つの心臓を用いた実験をし、
神経伝達が電気的なものか化学物質によるも

のかに決着を付けた。この時、第一の心臓か

らリンゲル液中に放出された物質はアセチル

コリンだった。

化学ｼﾅﾌﾟｽによる神経伝達

S.y ｶﾊｰﾙ
(独 1852-1934)
1906ﾉｰﾍﾞﾙ賞

・ｶﾊｰﾙは1888年に神経細胞は互いに結合
せず接触していると主張し、1897年には
ｼﾅﾌﾟｽが発見された。
1950年代になると、
電子顕微鏡で実際に
間隙が観測される
ようになった。

Wikimediaより引用

自律神経系

交感神経

副交感神経

副交感神経

ﾆｭｰﾛﾝ

ｼﾅﾌﾟｽ

中枢

節前線維

神経節

節後線維

器官細胞
ｱｾﾁﾙｺﾘﾝ

ﾉﾙｱﾄﾞﾚﾅﾘﾝ

副交感神経

中枢

節前線維

神経節

節後線維

器官細胞
ｱｾﾁﾙｺﾘﾝ

ｱｾﾁﾙｺﾘﾝ

交感神経

ｼﾅﾌﾟｽ

ﾆｭｰﾛﾝ

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｽﾄﾚｽと自律神経の科学」より引用 Wikipediaより引用
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ニューロンと神経伝達物質

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「ｽﾄﾚｽと自律神経の科学」より引用

「NEW薬理学」より引用

ﾑｽｶﾘﾝ受容体の立体構造とQNBのﾄﾗｯﾌﾟ状況

ｱｾﾁﾙｺﾘﾝ

ﾑｽｶﾘﾝ

ｽｺﾎﾟﾗﾐﾝ

QNB

アンタゴニスト

３つのｱﾐﾉ酸が蓋の
ようになって、離れ
にくくなっている。

ｱﾄﾛﾋﾟﾝ

アゴニスト

嵩高い

JST「岩田ﾋﾄ膜受容体構造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ報告書」より引用
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b．強心配糖体
薬効としては：心筋の収縮力を増強。心拍出量を増大。

心拍数低下。心不全時の頻脈を抑える。

ジキタリス Digitalis purpurea

ｼﾞｷﾞﾄｷｼﾝ
ﾗｸﾄﾝ

ｽﾃﾛｲﾄﾞ糖

ﾖｰﾛｯﾊﾟ原産。日本には江戸時代に
渡来し、観賞用に栽培される。

・嘔吐、頭痛、錯乱、痙攣、徐脈。重症に

なると心臓機能が停止して死亡。
致死量(成人) 5mg 

・強心配糖体は、糖＋ｽﾃﾛｲﾄﾞ＋ﾗｸﾄﾝ と

いう構造をとる。

・ジキタリス全草、特に葉に含まれる
ｼﾞｷﾞﾄｷｼﾝは猛毒。

ｷｮｳﾁｸﾄｳ
ｼﾏﾘﾝ

ﾌｸｼﾞｭｿｳ

ｽﾄﾛﾌｧﾝﾁﾝ

ｽﾄﾛﾌｧﾝｽﾂ

ｺﾝﾊﾞﾗﾄｷｼﾝ

ｵﾚｱﾝﾄﾞﾘﾝ
ﾗｸﾄﾝ

ｽﾃﾛｲﾄﾞ糖

ﾌｸｼﾞｭｿｳ

ｽｽﾞﾗﾝ

強心配糖体は広く分布
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神経細胞内の情報伝達－Na+/K+イオンチャネル

ｵｯﾄ－･ﾚｰｳﾞｨ－
(英 1919-1998)
1963ﾉｰﾍﾞﾙ賞

ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ・ﾊｯｸｽﾚｰ
(英 1917-2012)
1963ﾉｰﾍﾞﾙ賞

Na+/K+-ﾁｬﾈﾙ

細胞内：Na+<K+

Na+>K+

電位変化

K+-ﾁｬﾈﾙ構造

医学生物学研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「細胞の情報伝達と物質輸送」より引用

Wikimedia

シナプスと筋肉での情報伝達－Ca2+イオンチャネル

江橋節郎

(1922-2006)

情報伝達ｼﾅﾌﾟｽにおけるCa2+の働き

・江橋節郎は1950年代後半に、筋収縮にCa2+イオン

が関わっていることを提唱。
・1965年にｶﾙｼｳﾑ結合蛋白
トロポニンを発見

・その後Ca2+ﾁｬﾈﾙの重要性が分かる

医学生物学研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「細胞の情報伝達と物質輸送」より引用

(Wikimediaより引用)
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細いﾌｨﾗﾒﾝﾄ周辺のCa2+

濃度上昇でｱｸﾁﾝが収縮

電位刺激

筋収縮におけるCa2+の働き

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞでは常にNa+/K+-ATPﾊﾟｰｾﾞがNa+/K+

比を平衡にするように作動していることに注意。

(看護rooのHPより引用)

(日本生物物理学会のHPより引用)

強心配糖体の薬理作用

Ca2+

Ca2+

Ca2+
Ca2+

Ca2+
ﾘｱﾉｼﾞﾝ受容体

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+

Ca2+
Ca2+

Ca2+

Ca2+

ATP

ADP

Ca2+

ｼﾞｷﾀﾘｽ

Ca2+ﾎﾟﾝﾌﾟによる回収

Na+

K+

Na+ Na+

Na+

Na+

Na+

Na+

Na+

Na+

Na+Na+

Na+

Na+

K+

K+

K+

K+

K+

K+

K+

1Ca2+ 3Na+

Na+

Na+
Na+/ Ca2+ﾄﾗﾝｽﾎﾟｰﾀｰ

Na+/ K+-ATPﾊﾟｰｾﾞ

ｼﾞｷﾀﾘｽが働きを抑制し、
Na+濃度が下がらない

Na+濃度が下がらないので、
Ca2+が排出されない

心筋収縮

心筋収縮が強くなる

一部を北海道歯学雑誌、鈴木邦明氏論文より引用
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日本三大毒草

トリカブト (ｷﾝﾎﾟｳｹﾞ科の多年草) Aconitum

日本三大毒草の一つ
日本には約30種が自生
狩猟で毒矢に使用。

ｱｺﾆﾁﾝ

・塊根に含まれるｱｺﾆﾁﾝは猛毒
致死量(成人) 1.5-6mg/kg 
嘔吐・下痢・呼吸困難で死亡
(ﾅﾄﾘｳﾑｲｵﾝﾁｬﾈﾙの活性化)

・漢方では附子(ﾌﾞｼ)と呼ぶ。
強心・鎮痛作用

・山菜のﾆﾘﾝｿｳと間違えて中毒。
ﾆﾘﾝｿｳ

ﾄﾘｶﾌﾞﾄ
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ドクウツギ (ﾄﾞｸｳﾂｷﾞ科の落葉低木) Coriaria japonica

日本三大毒草の一つ
戦前は赤い実を食べた幼児の

死亡が多かった。(ｲﾁﾛﾍﾞｺﾞﾛｼ)

ｺﾘｱﾐﾙﾁﾝ

・実には猛毒のｺﾘｱﾐﾙﾁﾝが含まれ
致死量(成人) 20-50mg/kg
泡沫涎、痙攣、苦悶の後死亡。
(γ−ｱﾐﾉ酪酸GABAによるｼﾅﾌﾟｽ前抑制が遮断
され、中枢神経が興奮し、痙攣をおこす)

・赤い実に惹かれて食べた幼児な
どが死亡。赤や紫の実があって
も、葉に３葉脈があれば危険。

ﾄﾞｸｳﾂｷﾞ

近畿以北の山地・河川敷・海岸の荒れ地
などに自生。1-2m。花は4,5月。1cm程の
実は、始め赤く、熟すと黒紫色。

3葉脈が特徴！

ドクゼリ (ｾﾘ科の多年草) Cicuta virosa

日本三大毒草の一つ

・全草に含まれるｼｸﾄｷｼﾝは猛毒
致死量(成人) 50mg/kg  経皮吸収もある。
強直性の痙攣を繰り返し、最後は呼吸
困難で死亡
(中枢神経系の延髄・中脳を刺激)

日本全土の小川や湿地に生える。草丈60cm以上
になる。葉はｾﾘに似るが香りが異なる。ｾﾘと間
違えての誤食や、根をワサビと間違えて中毒。

ﾄﾞｸｾﾞﾘ

ｾﾘ根茎

ｼｸﾄｷｼﾝ
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３．漢方薬
植物の産正する多様な二次代謝物質が人間に対して様々な生理活性
を持っていることを利用して、太古の昔から薬草が用いられてきた。

BC3000頃 古代メソポタミア文明では、僧侶が宗教的権威の中で

薬草を用いる医療行為を行っていた。

BC1700頃 ハムラビ法典には、医療行為に関する定めがある。

古代エジプト文明の記録の中に数百種に上る薬草の
記述がある。

BC460-377年 ギリシャのビポクラテス：医学を科学として確立。

この頃には、薬草の専門家が存在した。

BC202年～AD220年（漢）中国のいわゆる漢方の基礎が出来た。
「黄帝内経」：中国医学の古典、人体の生理を基礎に治療。
「神農本草経」：中国最古の薬物書、365品の薬物記載。
「傷寒雑病論」：200年頃に出た薬物治療の古典、張仲景著。

984年（平安時代）宮廷医・丹波康頼：日本最古の書「医心方」を
著す。全30巻に、それまでに伝来した漢方を纏めた。

薬草から単一成分を取りだして薬とした

漢方薬は、薬草そのものを用いるので、多くの
化学物質が混在している。また、薬草を数種類
組み合わせることが多い。

・ヤナギ－サリシン－ｱｾﾁﾙｻﾘﾁﾙ酸(ｱｽﾋﾟﾘﾝ)
・麻黄－鎮咳－ｴﾌｪﾄﾞﾘﾝ(長井)
・ケシ－ﾓﾙﾋﾈ
・八角－ﾄｳｼｷﾐ－ｵｾﾙﾀﾐﾋﾞﾙ(ﾀﾐﾌﾙ)
・ｲﾝﾄﾞｼﾞｬﾎﾞｸ－ﾚｾﾙﾋﾟﾝ(血圧降下剤)
・ｸｿﾆﾝｼﾞﾝ－ｱ-ﾃﾐｼﾆﾝ(抗ﾏﾗﾘｱ)

・大黄－下瀉剤－ﾀｹﾀﾞ漢方便秘薬(大黄＋甘草)
・葛根湯－葛根＋麻黄＋桂皮＋芍薬＋…
・半夏瀉心湯－半夏＋乾姜＋甘草＋黄芩＋…

ｼﾅﾏｵｳ

ｲﾝﾄﾞｼﾞｬﾎﾞｸ（国際緑化すいしん推進ｾﾝﾀｰのHPより）

ｶﾗｽﾋﾞｼｬｸ

胃

風邪


